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原　著 

Ⅰ．緒言

水は人間の生命維持に不可欠な役割を果たしているが，

わが国は山岳地域が多くヨーロッパや北米地域における

河川と比較すると，川の流れる様は山から滝のごとく海

に流れ込むといわれた。年間の降水量にも恵まれて，山

岳から湧き出る水は清いものと信じられ，川の水すら生

活用水として上下水ともに清潔ケアのすべてに利用され

てきた。戦後，都会や工業地帯を中心に日本の河川と近

海は汚染化がすすみ，水道水が普及したものの鉛管，鉄

管，アスベスト資材など，有害物質による水質汚染に

よって，発癌物質問題や公害問題が浮上し大きな社会問

題になった。環境変化にみる影響は水質の味低下や健康

障害への懸念などを生み，人々をますます不安に掻き立

てる。このような水に対する特異な健康志向反応という

べきか，水へのこだわりは1990年代までは一般化してい

なかったと思うが，今，多くの人々は日常の飲用水と健

康問題に注目していると言えよう。

水分といえば，人間のからだの体液は大人では男性は

約60％，女性は50％ぐらいが水分量である。年齢，体重，

性別などでその占める割合は主に間質液で変動する。こ
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の変動は恒常性の機能が正常に働く限りにおいて問題な

いが，年齢変化に加えて，生活環境や生活習慣の乱れお

よび感情ストレスなどは恒常性に影響するため，水分補

給に関する知識と行動は健康管理の基本でもある1）。わ

が国の健康政策は従来の治療優先から積極的な予防強化

へと転換してきた2）。人々は安全で安易，安価な方法に

よって生体免疫力や解毒作用を高め疾病予防強化を志向

することは古今東西変わりない。今日，健康問題は多様

化しているが，先ずは生活の基本である飲用水について

広く関心を持つことも重要である3）。

20 世紀の終焉の頃から，飲用水は生活の中のファッ

ション水のごとく世界各地の飲用水，炭酸水，甘味な

ジュースおよび果汁類，お茶・コーヒーなど多彩な飲用

水がボトル化されて販売されている。近年，果汁や甘味

料入りの飲み物にビタミン，ミネラルや栄養添加サプリ

メント飲料も増加している。水分補給調節方策と人体の

恒常性バランスとの関係が話題になっている。このよう

に幼少期から多様な飲み物に囲まれて飲食し，中でも甘

味料の多いジュースや炭酸水などを多量に飲むことが日

常習慣化されると，虫歯や歯槽膿漏などの口腔衛生問題

を惹起し，肥満と運動不足などから生活習慣病を惹起す

ると警告している文献も増加してきた 4）5）。

しかし，一方において，飲用水に仲間入りしたお茶に

含有するカテキン；（-）-Epigallocatechin Gallate （EGCG）

の機能を基に1,1-diphenyl-2-picrylhydrazyl （DPPH） radi-

cals や low-density lipoprotein （LDL） oxidationに対す

る研究が極めて盛んとなっている。人々の水へのこだわ

りや健康志向を鑑み，日常の飲用水と健康問題に関する

何らかの知見を得れば，看護の立場からも健康教育や健

康支援に役立つであろう6） 7） 8）。　

そこで，今回は北米女性に親しみのあるクランベリー

ジュースには強い抗酸化力があることが検証されている

ことから9）10），それらを対照としてわが国において伝統的

に親しまれる緑茶やその他，いくつかの飲用水の商品等

と比較検討を行った。

Ⅱ．研究目的　

1．クランベリージュースに匹敵できる飲用水が選定した

商品にあるか追究する

2．生活習慣病予防に役立つ飲用水は選定した飲用水にあ

るか検討する

Ⅲ．研究方法

北米で日常の飲用水として人気のあるクランベリー

ジュースを対照とし，わが国に普及するお茶類やソフ

ト・スポーツドリンクス類における，抗酸化作用の測定

をおこない比較検討する。

1． 研究デザイン　実験研究手法

2． 実験方法　

1）　実験材料選定：表1に示した10品目である。

表1　実験材料

No. 

1. 

2. 

3. 

4. 

5. 

6. 

7. 

8. 

9. 

10.

註 No. 1-2　比較対照材料　No. 3-9 ポピュラーな飲用水としての実験材料 

 No. 10　地域における日常の飲用水 

製造元/販売元 

オーシャンスプレー社（USA） 

（株）マルカイコーポレーション 

（有）郷四万十 

（株）小谷穀粉 

（株）日本・コカコーラ 

（株）サントリーフーズ 

（株）浅川自然食品工業 

（株）大塚製薬 

（株）サントリーフーズ 

O地区　簡易水道水 

商品（ラベル）名 

クランベリー 

クランベリー搾り 

For 

一番茶・深海の恵み 

爽健美茶 

サントリー烏龍茶 

マリンゴールド 

POCARI SWEAT 

サントリーC.C.レモン 

K大学内の水道水 
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No. 

1. 

2. 

3. 

4. 

5. 

6. 

7. 

8. 

9. 

10.

pH 

2.7 

2.7 

5.8 

6.0 

6.0 

6.0 

6.2 

3.5 

3.3 

6.3

商品（ラベル）名 

クランベリー 

クランベリー搾り 

For 

一番茶・深海の恵み 

爽健美茶 

サントリー烏龍茶 

マリンゴールド 

POCARI SWEAT 

サントリーC.C.レモン 

K大学内の水道水 

表2　飲用水のpH

2）　実験の手法　

　（1）DPPH ラジカル消去活性の測定法11）：　DPPHを

エタノールで溶解し，この溶液に試料を加え，10

秒間攪拌し，1 分後に ESR（E l e c t r o n  S p i n

Resonance）電子常電性共鳴法にて測定した。消去

活性は，外部標準であるマンガンのシグナルの高

さと5本線のピークシグナルの3本目のシグナル強

度との比により算出した。

　（2）スーパーオキシド（O2・－）消去活性法の測定法：O2・－

消去活性法はsuperoxide dismutase （SOD） Assay

Kid （Dojindo Molecular Technologies, INC） を用

いて測定し，SOD 様活性として求めた。この原理

はテトラゾリウム塩であるWST-1 formasanの吸

光度の測定により求めるものである11）。

　（3）過酸化水素（H2O2）産生抑制作用の測定法：H2O2産

生抑制作用は，あらかじめ各飲料水で処理した好

中球をPhorbol myristate acetate （PMA）フロー

サイトメトリーを用いて測定した11）。

Ⅳ．結　果

1． 各飲料水のpH　

表2に示したように，各飲料水のpHを示した。飲料水

のpHは2.7から6.3までであり，7.0が中性であるので，

これらの結果は比較的強い酸性から弱酸性を示していた。

2． DPPHラジカル消去活性

表3に各飲料水のDPPH ラジカル消去活性を示した。

　濃度のあるものは1000倍の希釈倍率に調整して調査し

た。DPPH消去活性では6％から100％までのバラツキが

あった。和製のクランベリー搾り，爽健美茶やサント

リーのウーロン茶，C.C.レモンなどに高い活性を認めた。

3． スーパーオキシド（O2・－）消去活性の測定

図1に各飲料のSOD様活性を示した。SOD様活性は各

飲料水間で差が認められ，その差はお茶類に高い値を示

した。また，クランベリーにおいても両者SOD 様活性を

認めた。

4． H2O2産生抑制作用

図2に各飲料水のH2O2産生抑制作用を示した。なお，

好中球刺激剤であるPMAのみの時を1にした。H2O2産

生抑制作用はクランベリージュース類が最も強い抑制作

用をもち，他の調査では強かったお茶類にはほとんど

H2O2産生抑制作用は認められなかった。

Ⅴ．考　察

活性酸素は血管を障害して老化を早め，癌化を促進さ

せるが，摂取カロリーを制限すると，活性酸素の発生量

は減少する。また，適度な筋肉を使った運動で生体内の

活性酸素の除去能力も高まることが報告されている12）。

　近年一般の人々の食事や運動にたいする健康意識は高

まったが，情報の選択力と適切な行動には混乱もあると

思われる。豊かな情報時代になってきたが，必ずしも科

学的根拠に基づいた正しい情報ばかりではないものも存
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図1　スーパーオキシド消去活性

図2　過酸化水素消去活性

No. 

1. 

2. 

3. 

4. 

5. 

6. 

7. 

8. 

9. 

10.

商品（ラベル）名 

クランベリー 

クランベリー搾り 

For 

一番茶・深海の恵み 

爽健美茶 

サントリー烏龍茶 

マリンゴールド 

POCARI SWEAT 

サントリーC.C.レモン 

K大学内の水道水 

DPPHラジカル消去活性［希釈率］ 

050% ［1000］ 

100% ［1000］ 

025% ［1000］ 

056% ［1000］ 

100% ［1000］ 

100% ［1000］ 

006% ［1］ 

046% ［1］ 

093% ［1000］ 

002% ［1］ 

表3　DPPHラジカル消去活性



飲用水の抗酸化作用を検討し健康に寄与する

37Yamanashi Nursing Journal Vol.4 No.2 （2006）

在するからである。そこで，今回，実験研究に採択した

飲用水は日常T大学医学部附属病院内の売店で最もよく

購買されている商品類を選別して抗酸化作用の視点から

検討した。

実験は抗酸化作用を3つの実験方策で検討した結果，

DPPHラジカル消去法においてクランベリージュース搾

り，爽健美茶，サントリーウーロン茶，サントリーC・

Cレモンなどが高い抗酸化作用を示していた。これはサ

ントリーC・CレモンなどにみるビタミンC含有量とも

関連していた。

過酸化水素産生抑制作用の測定においては，クランベ

リージュース類が最も抑制効果があった。クランベリー

ジュースの抗酸化作用の主要物質はポリフェノールであ

る。主成分はプロアントシアニンと抗菌力のあるプロア

ントシアニジンであり，スーパーオキシド消去活性にお

いてSOSA（U/ml）：63.8であった。クランベリーの赤色

ポリフェノールに加えて，黄色フラボノイドによる強い

抗菌作用によって多様ながん抑制作用，動脈硬化，高血

圧，脳卒中，心臓病予防13）月経困難症予防，尿路感染症

予防などの効果を実験研究で検証されてクランベリーは

代替治療に利用されることが期待されている。

代替医療への嚆矢は，クランベリーによる尿路感染症

予防機序の解明文献であるSobataの研究であり，それに

加え，近年，アントシアニジンが感染菌の膀胱壁付着と

凝集を阻止することが検証された14）15）16）。 米国，Betsy

Foxmanらの研究においてはurinary tract infections

（UTIs）による膨大な医療費高騰を警鐘している。その積

算根拠は24歳までの女性において3人に1人，11.3 mil-

lionの女性がUTIsの治療で抗生物質を1回は使用すると

仮定したら，たとえ治療費を5％削減したとしてもUTIs

に関わる医療費は1.6 million にもなったという17）。また

UTIsは院内感染症の代表的な疾患であることから，抗生

物質を多量に使用するのではなく，クランベリージュー

スおよびクランベリー錠剤などを活用する動きがある18）

19）20）。今回の実験結果からも，クランベリージュースに

よる抗酸化作用やPH 数値などから文献の知見を裏付け

ている。

スーパーオキシッド消去活性では，一番茶・深海の恵

みとサントリー烏龍茶および forがそれぞれの数値を高

めた。お茶には，免疫機能を調節する作用もある。例え

ば，緑茶は脂肪組織や骨格筋に移行するglucose trans-

porter 4 （GLUT4） を抑え，肥満抑制作用が認められた。

肥満は生活習慣病の要因を増加させるとして，適度なカ

ロリー摂取と運動などによる消費により肥満コントロー

ルが重視されている21）。さらに，緑茶にはがん予防や心

疾患の予防に役立つことも近年の研究で検証されつつあ

り，その要因はやはりお茶の濃緑葉に含有されているポ

リフェノール（green tea polyphenols）といわれ，赤ワイ

ンに含有するポリフェノール（red wine polyphenolic

compounds）と類似の作用を認めている22）。　

緑茶の研究は1983年のころ緑茶のなかのEGCGを用い

た癌研究から始まった23）。その後の研究でEGCGは抗酸

化作用とヘリコバクタ・ピロリなどバクテリアの活性を

抑制する作用があり，DNAの損傷を防御するのではない

かという見解もある24）。また，EGCG は皮膚がんの中で

も死亡率の高いメラノーマにおけるがん細胞の増殖を抑

制することが実験研究上において検証された25）。今日，伊

藤らの研究では緑茶を常習飲用するものは蓚酸の排出を

助け蓚酸カルシウムの蓄積を抑制することを認めている。

それは緑茶のSOD活性によって腎結石や腎結石症は抑制

されるという26）。 Adahami VMらの研究では緑茶の

EGCGにおけるポリフェノール効用，Pezzato E.らの研

究によれば，緑茶カテキン，主としてEGCG の作用に

よって前立腺がんへの抑制効果を示唆された27）28）。

緑茶に含有されるポリフェノール効果はアルツハイ

マー病の抑制など多様な実験研究を見るが，実際におい

てどの位の濃度のもの，どんなお茶類のものを何ml位日

常飲用すれば最も効果が上がるのかの疑問に，埼玉がん

センターの菅沼の研究ではお茶の量も考慮して平均10杯

程度という。健康のために先ずは緑茶や中国茶などのお

茶を飲むことをすすめる根拠を得た。

本研究において，緑茶のスーパーオキシド消去活性作

用にみる抗酸化作用に高い数値を得た。緑茶の中のカテ

キンはエピガロカテキン，エピカテキン，エピカテキン

ガレードなどに分類され，スーパーオキシドやヒドロキ

シルラジカルを直接消去し，また発症系を抑制すること

が確認された。ウーロン茶は半発酵茶であるが，緑茶や

紅茶に比べるアミノ酸が少なく糖質，繊維質とともにエ

ピカテキンガレートが多く含まれる。スーパーオキシド

消去活性能は抽出温度80℃，1分間のうちに急激に上昇

し，10分で最大になるということから，抗酸化効力が認

められている。爽健美茶もウーロン茶や緑茶様の効果が

認められ，その含有量に類似なものがあると推測できる

からである。今回は実験に加えていないが，紅茶に含ま

れるテラフラビン類は緑茶の酸化酵素であるポリフェ

ノールオキシターゼによって紅茶独自の赤い色素，テフ

ラビン類に変化していることから緑茶より作用は弱いが，

活性酸素・フリーラジカル消去作用によって，がん抑制

作用，脂肪化酸化抑制作用があると報告されている29）。

但し，過酸化水素産生抑制作用の測定においてはクラ

ンベリージュースの方が抗酸化作用の効果は持続するこ

とを示唆していた。過酸化水素の酸化力は弱いが安定し

ておりその効力寿命が長いといわれる。ミエロペルオキ

シターゼの作用で毒性の強い次亜塩素酸にもなり，過酸

化水素と次亜塩素酸は好中球の中で殺菌作用を示すこと

から，EGCGのようなカテキンは，喫煙者に対して呼吸
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器への感染症防御機能を高める作用などを推測できる30）。

しかし，緑茶よりもクランベリージュースの方が多様な

ポリフェノールなどの効果があることが今回の実験研究

上からも明らかであり，過酸化水素消去活性は強かった。

次に，海洋深層水を使った一番茶・深海の恵みやマリ

ンゴールドと forはK県の地元産業製品として販売され

ている商品である31）。海洋深層水とは太陽光が届かない

水深200mより深層のことをいうが，塩分濃度差が表層

水との混合を予防して生活排水などによる汚染とも交じ

り合うことはない。太陽光が届かないので温度影響もな

く低温で安定しており，プランクトンの光合成もなく無

機栄養塩類が消費されず蓄積されていくために清浄にし

て熟成性に優れた海水である。海洋深層水は世界の海洋

を循環しているので，K県M沖の海洋深水は北太平洋中

層流が四国陸棚斜面にぶつかり，湧昇してくる場所から

の海水である。その温度は年間9.5℃で安定し，豊富な無

機栄養塩（窒素やカリ，ケイ酸）は表層水の10～30倍あり，

一般細菌の汚染が一切ない清浄性を維持し，水圧30気圧

下で成熟性は高められることから，ミネラルはバランス

よい溶存特性を保ち安定性もよいと表示されている。

一番茶・深海の恵み，マリンゴールド，for，などの飲

用水では，スーパーオキシド（O2・－）消去活性の測定にお

いてSOD様活性を認めるが，過酸化水素（H2O2）産生抑制

作用の測定ではそれぞれにクランベリージュースほどの

抑制効果は得られなかった。中でも forはプロアントシ

アニジン（ブドウ種ポリフェノール）を活用し海洋深層水

と清流で名高いS川源流軟水との調合による活性保持水

として生産されたもので，血液の約10倍の活性酸素除去

能力を示す優れた製品として好評であるという。今回の

実験研究において，スーパーオキシド消去活性測定で高

値を示していた32）。

スポーツドリンク類も多数販売されている中，POCARI

SWEATを検討したが，抗酸化作用に関しては他の飲用水

のような結果を得なかった。ソフトドリンクの一種である

が，スポーツドリンク類と虫歯や歯槽膿漏関連の問題では

米国の大学生を対象にした実験研究において口腔衛生問題

との関連性を否定した結果を得ている33）。

Ⅵ．まとめ

K大学附属病院で購買数の高かった清涼飲料水やお茶，

K県地域で話題の海洋深層水や清流軟水からの飲用水な

ど，クランベリージュースを対照に抗酸化作用を切り口

として検討した結果，クランベリージュース類の抗酸化

作用は他の飲料水よりも優位を示し，次に，緑茶に好ま

しい効用結果を得た。お茶類では，中国茶類などにも，ポ

リフェノール，カテキン類などによると思われる抗酸化

作用効力に類似性があった。

緑茶と健康問題に関する研究は多様でありPub Med検

索数で医学系以外の文献を加えれば5万件を超えている。

前立腺がん，乳がん，皮膚がんや胃がんなどの癌抑止力

や老化予防の作用機序（TNF－α）産出抑制，脂肪量抑制

による肥満予防，抗菌作用など検証（in vitro が多いが）

は進んでいる。日常，お茶を好んで飲むことを奨めたい
34）～43）。

地下水や河川湧き水の天然水，名山からの自然水，海

洋深層水などをベースにしたお茶以外の飲用水にも，健

康力・免疫力を高めるものとしての結果を得た。それら

からビタミンやミネラル類などの複合添加物の混入を排

除して精製分析まで追究していないが，疲労回復や水分

補給の選択肢として参考になる結論は得られた。この実

験研究から日本人が親しむお茶類によって生活習慣病の

予防効果を確認できた。
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